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老
人
福
祉
施
設
慰
問

　

毎
年
、12
月
に
老
人
福
祉
施
設
の
慰
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。生
活
発
表
会
の
踊
り

を
披
露
し
た
ほ
か
、お
年
寄
り
の
方
に
肩

た
た
き
を
し
た
り
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た

り
し
ま
し
た
。汗

を
か
き
な
が
ら
一

生
懸
命
肩
を
た

た
い
て
い
る
と
、お

年
寄
り
の
方
の

中
に
は
涙
を
流

し
て
喜
ん
で
下

さ
る
方
も
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

顔
を
洗
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、ホ
ー
ル
の
床
に
段
ボ
ー
ル
を
敷
い

て
エ
ア
コ
ン
を
切
っ
て
就
寝
し
、朝
は
、ア
ル

フ
ァ
化
米
と
カ
ッ
プ
に
入
れ
た
イ
ン
ス
タ
ン

ト
み
そ
汁
を
朝
食
と
し
て
食
べ
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、自
主
防
災
会
の
方
と
、市
民
館
の

隣
り
に
あ
る
備
蓄
倉
庫
の
備
品
を
見
学
し
、

発
電
機
や
ハ
ン

マ
ー
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。飲

料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
か
ら

ポ
ン
プ
を
押
し

て
水
を
出
す
体

験
も
し
ま
し
た
。

  

キ
ャ
ン
プ
後
の
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
く

と
、「
怪
我
を
し
た
人
が
い
た
ら
友
達
と
協
力

し
て
助
け
て
あ
げ
た
い
」「
夜
寝
る
時
は
枕
元

に
懐
中
電
灯
を
置
い
て
寝
る
よ
う
に
す
る

よ
」な
ど
と
頼
も
し
い
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
、彼
ら
は
自
ら
手
当
す
る
な
ど
、

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

担
任
の
先
生
が
、「
避
難
所
で
は
多
く
の
人

が
生
活
を
し
て
い
て
自
分
の
思
い
通
り
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
。相
手
の
話
を
否
定
し

患
部
を
固
定

す
る
方
法

や
、患
部
を

直
接
縛
る
直

接
圧
迫
止
血

法
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

が
う
ま
く
固

定
で
き
ず
に
い
る
と
、消
防
団
の
方
が
手
を

添
え
て
く
れ
る
な
ど
、地
域
み
ん
な
で
協
力

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

  

次
に
、電
気
の
な
い
生
活
体
験
を
し
ま
し

た
。災
害
時
に
は
電
気
や
水
道
が
使
え
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を

入
れ
、そ
れ
を
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
利
用
し
、

　

田
原
市
防
災
キ
ャ
ン
プ
避
難
所
宿
泊
体
験

は
、子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を
高
め
、子
ど

も
た
ち
か
ら
家
庭
や
地
域
へ
、防
災
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
を
行
い
、地
域
の
防
災
力
の

向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、福
江
・
清
田
・
泉
・
童
浦
・
若
戸
・

田
原
中
部
小
学
校
の
６
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

童
浦
小
学

校
で
は
、初
め

に
応
急
手
当

て
の
訓
練
を

し
ま
し
た
。数

人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、

消
防
署
員
か

ら
三
角
巾
で

な
い
で
大
切
に
聞
き
、そ
の
あ
と
自
分
の

考
え
を
言
う
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
よ
」と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

   

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
も
心
に

留
め
て
お
き
た
い
こ
と
で
す
ね
。

◉
若
戸
小
学
校
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
様
子

は
、４
頁
の
地
域
の
話
題
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
田
原
市
防
災
キ
ャ
ン
プ
　

　

避
難
所
宿
泊
体
験　

　
私
た
ち
が
も
し
災
害
に
遭
い
避
難
所
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
童
浦
小
学
校
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

広報サポーター
大久保ゆり

◦応急手当の訓練を受ける児童

◦消防団員の補助を受けて三角巾を縛る児童

◦生活発表会の踊りを披露する園児

◦ポンプを押す児童
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こ
ん
に
ち
は
。
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り

実
行
委
員
会
委
員
長
の
柴
田
光
晴
で
す
。
こ

の
委
員
会
は
市
民
の
有
志
に
よ
る
団
体
で
、

平
成
17
年
度
か
ら
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

春
に
は
「
こ
い
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
」、
夏

に
は
「
七
夕
イ
ベ
ン
ト
」、
秋
に
は
「
市
民

音
楽
祭
」
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
親
子
で
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
13
日
に
は
、
三
河
田
原
駅
前

な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
場
所
を
中

心
に
「
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
」
を
開

催
し
、
多
く
の
親
子
連
れ
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
地
元

の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
16
名
が
参
加
し
、

駅
の
乗
降
客
に
バ
ラ
の
花
を
配
る
な
ど
大
活

躍
で
し
た
。

　

次
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
月
22
日
に
開
催
す

る
「
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
合
わ
せ

て
、「
菜
の
花
イ
ベ
ン
ト
」
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
お

気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
内
）

石
田
ト
オ
ル
☎
24
局
２
３
４
５

◦サンタクロースの衣装を着て、バラの花を手渡す高校生ボランティア

投
稿

ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り
実
行
委
員
会

　フラワーバレンタインを推進している花の国日本協議会で
は、花を贈る３カ月間として、「花贈り」の推進を行っています。
１月３１日の「愛妻の日」からはじまり、「フラワーバレンタイン」
「ホワイトデー」と花贈りのきっかけを提案しています。
　「愛妻の日」は、妻という最も身近な存在を大切にする人が
増えると世界がもう少し豊かで幸せになるかもしれない、とい
う理想のもと日本愛妻家協会が行っている活動です。

　田原市では周年栽培している花も多く、冬でも多くの花が生産されています。また、冬の時期
は切花でも持ちがよく、長期間楽しむことが出来ますので花を贈る時期としてはオススメです。

◉愛妻の日からはじまる花を贈る３カ月

8

▶農政課 ☎23局3517

1月の
リシアンサス
（花／出荷時期：１0月～7月）

色や形も豊富な花で、県
内１位の生産量、約２００
万本出荷されています。

花ことば
優美、希望

デンドロビウム
（鉢花／出荷時期：10月～4月）

耐寒性も強く育てやすい
花で、約３万鉢出荷されて
います。

花ことば
わがままな美人

まちなか賑わいづくり
実行委員会委員長

柴田光晴

イ
ベン
ト
を
通
し
て

〝
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
〟
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地
域
の
話
題

若
戸
校
区

地
域
力
を
生
か
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
な
ど
を
通
じ
、地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
て
い
る

若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
「
市
民
館
ま
つ
り
」
を
は

じ
め
と
し
て
、「
校
区
ふ
れ
あ
い
会
」「
青

少
年
子
ど
も
教
室
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
事
を
通

じ
て
、
大
人
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が

図
ら
れ
、
地
域
の
結
び
つ
き
が
一
層
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
防
災
教
室

　

平
成
25
年
度
か
ら
始
め
た
、
ま
だ
新
し

い
行
事
で
す
。

　

自
主
防
災
会
を
中
心
に
、
市
民
館
に
避

難
し
た
住
民
全
員
で
、
非
常
持
ち
出
し
袋

の
中
身
を
確
認
し
た
り
、
防
災
倉
庫
を
見

学
し
た
り
し
た
ほ
か
、
備
蓄
品
の
確
認
お

よ
び
機
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
勉
強

会
を
行
い
、
炊
き
出
し
訓
練
、
避
難
所
宿

泊
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

若
戸
小
で
の
防
災
キ
ャ
ン
プ

　

今
年
度
は
、
若
戸
小
学
校
と
合
同
で
、

９
月
５
日
（
金
）
～
６
日
（
土
）
に
、
若

戸
小
学
校
５
・
６
年
生
を
中
心
に
防
災

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
て

考
案
し
た
避
難
所
の
居
住
空
間
を
実
際
に

設
置
し
て
宿
泊
体
験
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

使
っ
た
学
習
会

や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の

体
験
を
し
ま
し

た
。

　

訓
練
を
終
え

た
参
加
者
か
ら

は
、「
非
常
持

ち
出
し
袋
の
こ
と
な
ど
改
め
て
家
族
と
話

し
合
い
た
い
」「
防
災
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
よ
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
け
ま

し
た
。

　

若
戸
校
区
で
は
、
今
後
も
防
災
教
室
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
、
学
校
お

よ
び
家
庭
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
全
体

の
防
災
意
識
向
上
と
地
域
防
災
力
の
強
化

を
図
り
「
住
民
（
人
々
）
が
安
全
に
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
な
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ビニール袋を利用した三角巾講習
　（ふれあい防災教室）

▲児童による避難所の提案発表
　（ふれあい防災教室）

▲スライム作り（青少年子ども教室） ▲若戸小学校児童によるブラスバンド演奏（市民館まつり）

若戸校区

田原市役所
三河田原 神戸 豊島

やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42
若戸市民館

259

渥美支所 赤羽根市民センター

若戸小
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第１２回あつみＮＰＯの集い
出会って　広がって　深め合って…ネットワーク！

あつみＮＰＯネットワークは、田原市内のＮＰＯが会員となっており、ＮＰＯや市民活動団体がそれ
ぞれの活動を充実させるための講座、研修会などを企画運営しています。会員相互の交流と活

動の充実と発展をめざして「第１２回あつみＮＰＯの集い」を開催します。
　キーワードは「一緒に楽しく活動しよう！」。多くの市民の皆さんのご来場をお待ちしています。

イベント紹介　

東三河の市民活動交流イベント！

東三河５市（田原・豊橋・豊川・蒲郡・新城）
で活動する市民活動団体が集まり、交

流を深めるイベント「どすごい交流会」。今回は１２月
６日（土）に蒲郡商工会議所で、愛知県高等学校文化
連盟ボランティア専門部と連携して開催されました。
　午前中は愛知県高校生ボランティア発表愛知県大会
が行われました。県内の９校の生徒が日ごろの活動の

様子を発表し、東三河の市民活動団体のみなさんも、熱心に発表を聞いていました。
　午後からは、ＮＰＯ法人グランドワーク三島専務理事兼事務局長の渡辺豊博氏による記念講演、東三河５市の市民
活動団体による活動発表、市民活動団体と高校生との交流会が行われました。
　若者への有効な情報発信方法やボランティアの経験談など、市民活動団体と高校生がお互いに情報交換をすること
ができ、今後の活動に繋がる有意義な交流会となりました。

東三河の市民活動団体の活動情報やボランティア募集情報は、「どすごいネット」で見ることができます。ぜひご覧く
ださい。 http://genki365.net/gnkh02/pub/index.php

日時：H27／2／8 日 10：00 ～ 16：00　
場所：渥美文化会館　多目的ホール　ラウンジほか
内容：10：00 ～ 16：00　手作りバザー、フリーマーケット、模擬店など
　　　10：00 ～ 13：00　パネル・ブース展示
　　　10：00 ～ 12：30　ステージ発表（活動発表、団体紹介）
　　　13：00 ～ 15：00
           ◆オープニング　渥美太鼓「願成観音太鼓」
　        ◆基調講演「１００人の村 わたしが生きる あなたと生きる」
          　 講師：池田香代子氏
　　　　 　　　（ドイツ文学翻訳家 口承文芸研究家「世界がもし１００人の村だったら」著者）
　　　15：00 ～ 16：00　「みんなでティータイム」
入場料：無料
▶主催：あつみＮＰＯネットワーク（ＡＮＮ）
　事務局 090-9226-1977（北原）☎ 0531-32-3963（森下）

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

第８回どすごい交流会in蒲郡イベント報告

◦平成26年度市民活動向上事業補助金採択事業

▲どすごいレンジャーと参加された皆さん

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

76

全体が一体となって、心をつなぐ

　赤羽根中学校では、３学年を混ぜた４チームの縦割り班を編
成し、行事などでこのチームで活動することがよくあります。
縦割り班活動は、３年前から始まり、生徒会が中心となって運
営しています。
　特に、新入生歓迎会、体育大会、文化祭で、この縦割り班活動
が力を発揮します。
　新入生歓迎会は、入学したばかりの１年生が早く学校に慣
れ、全校生徒が先輩後輩の垣根なく活動できるように、班の中
での自己紹介や縦割り班対抗ゲームをして楽しみます。
　体育大会では、生徒会種目として縦割り班対抗ゲームが行わ
れます。職員も一緒に参加して声を出し、手と心をつなぎ、楽し
みます。
　11月に行われる文化祭では、本校独特の取り組みがありま
す。それは「赤中LIVE」というコーナーです。決められたテーマ
で、縦割り班全員が協力して寸劇を創ります。舞台の上で動作
をする役と、舞台下で台詞を言ったり効果音を出したりする役
に分かれます。学年に関係なく、個性を尊重して役割が決めら
れ、見ている人に笑いと感動を与えられるように、奮闘して演
技します。
　縦割り班活動は、学年を超えて心をつなぐ活動ととらえ、こ
れからも大切にしていきたいと考えています。

赤羽根中学校　「心をつなぐ生徒会縦割り班活動」

　　優しい笑顔で、学校と地域を明るく元気に！

　本校では、子どもたちから「オリジナルキャラクターを作りたい」
という声が上がり、図案と愛称を募集しました。こうして、誕生し
たのが清田小オリジナルキャラクターの「きよたん」です。春に校
庭を囲んで咲く桜の花びらと、潮干狩りをするきれいな青い海の
イメージから生まれ、愛嬌のある笑顔が特徴です。清田のよさ
が表れています。
　運動会で初登場したときは、歓声が上がり、すぐに人気
者になりました。あいさつ運動や交通指導では、児童会役
員や地域の方と一緒に校門に立ち、元気なあいさつで呼
びかけました。地域の祭礼にも特別出演しました。学芸会
では、劇に登場して懸命の演技で注目を浴びました。今や学校だけではなく、地域の人気者です。
　子どもたちは、「きよたん！」と気軽に声をかけたり、スキンシップをしたりするなど、子どもたちの
笑顔が増え、あいさつの声も大きくなってきました。
　これからも、「きよたん」の優しい笑顔で、校区全体を明るく元気にしていきます。

清田小学校「オリジナルキャラ“きよたん”大活躍」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「オリジナルキャラの活躍」と中学校での
「縦割り班活動」の様子をご紹介します。

▲あいさつ運動に参加する“きよたん”

▲新入生歓迎会でのゲームの様子

▲文化祭で劇を演じる生徒たち

平成 27 年 1 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　
人
権
授
業
が
田
原
中
部
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。２
年
生
、４
年
生
を
対
象
に
、人
権
擁
護
委

員
を
講
師
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
授
業
。紙
芝
居
や

歌
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
使
っ
て「
弱
い
者
い
じ
め
、う
そ
つ

き
は
な
ぜ
い
け
な
い
か
」「
命
の
尊
さ
と
は
」な
ど
、全

員
で
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

い
じ
め
、命
の
尊
さ

人
権
を
学
ぶ

12
月
10
日［
水
］

　

加
工
品
・
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。地
元
農
産
物
の
お
い
し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
。今

年
は
キ
ャ
ベツ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
募
集
し
、過
去
最

多
の
１
７
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。優
秀
作
品

は
、商
品
化
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
農
産
物
の
味

引
き
立
て
る
工
夫

12
月
８
日［
月
］

　
市
政
ぴ
ー
あ
ー
る
講
座「
市
の
新
し
い
施
設
を
見

に
行
こ
う
」が
開
催
さ
れ
、市
民
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。普
段
な
じ
み
の
な
い
市
政
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
た
こ
の
講
座
。参
加
者
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で

試
食
し
た
後
、リ
ニュー
ア
ル
し
た
蔵
王
山
展
望
台
で
臨

海
部
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

見
て
、食
べ
て

市
政
の
今
を
知
る

12
月
11
日［
木
］

▲地図を見ながら臨海部の新エネルギー集積地について説明を聞く参加者

▲講師の呼びかけに、元気に手をあげる田原中部小の児童たち

▲審査の様子　【最優秀賞】『加工品の部』渡會あかねさん（成章高２年）／
　田原キャベツのモンブラン『料理の部』大羽真理さん（東神戸町）／キャベつくね
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たはらエコフェスタ in 渥美　同時開催

第 2 回　きらり☆宝市

きらり☆宝市は、みなさんの家庭に眠っている
「まだ使えるけど使わないもの」を譲っていただ
き、希望する人に無料で提供するイベントです。
ちょっとエコなリユースイベントに参加しませ
んか？

2月15日（日）渥美文化会館多目的ホール
正午～午後3時（品物がなくなり次第終了）
【品物引取り　午前10時～正午】

■取り扱うもの　※田原市のご家庭から出たもので、自分で搬入可能なものが対象
衣類 おもちゃ ホビー用品

洗濯済でまだ着られるもの ぬいぐるみ、知育玩具、木製玩具 アウトドア・スポーツ用品

生活雑貨 育児用品 家具

未使用の贈答品・日用品、新品同様の小物雑
貨・かばん・帽子など

マタニティ用品、ベビー用品 カラーボックス程度の小物家具、衣装ケ
ースなど

※取り扱いできないもの　食料品、化粧品類、学生服、危険物（刃物・薬品など）、家電品、大型家具（一人で持ち運び
ができないもの）、汚れや破損が激しいもの

■提供方法　
　提供する品数を、種類ごとに数えてお持ちください。または、市ホ
ームページからチラシをダウンロードし、品物受付票に品数をご記
入の上、当日品物と一緒に提出してください。　

■事前受付
　当日の持ち込みが困難な方は、2月2日（月）から事前持ち込みを受
け付けます。平日（午前8時30分～午後5時15分）に、清掃管理課（市
役所南庁舎2階）へお持ちください。

■その他
・取り扱いできないものの持ち込みは、受け取りをお断りさせてい
　ただきます。
・提供した品物が残っても持ち帰りの必要はありません。
・提供数に制限はありませんが、持ち帰る数は一人につき3点程度
　とします。
・詳しくは、チラシをご覧ください。

▶清掃管理課☎ 23 局 3538 23 局 0180
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

❖リユース自転車抽選会同時開催！
　
　資源化センターに持ち込まれた自転
車を抽選でお譲りします。

抽選券配布◉午前 10 時～午後 0 時 45 分
抽選会◉午後 0 時 45 分～
台数◉大人用 4 台、子ども用 2 台（予定）

・抽選券は、田原市在住の 18 歳以上（高
校生は不可）の方 1 名につき 1 枚です。

　※きらり☆宝市へ品物を提供いただ
いた方には、抽選券を 3 枚配布。

・自転車の当選は、1 名につき 1 台と
します。

・抽選会に不参加の場合は、当選無効
となります。

▲チラシＱＲコード

大事に
使ってね！

ありがと

平成 27 年 1 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 8 │
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避
難
に
つ
い
て
②

しろ
ちゃん前

回
、
避
難
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、
い
く
つ
か
質
問
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
今
回
は
そ
れ
ら
に
お
答
え
し

ま
す
。

         ▪避
難
所
に
食
事
や
毛
布
の
用
意
は
あ

　
り
ま
す
か
？

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
風

水
害
避
難
所
に
、
毛
布
は
校
区
防
災
倉

庫
に
配
備
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
突
発
的
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
な
ど
、
避
難
準
備
が
で
き
な
か
っ
た

方
の
た
め
に
配
備
し
て
い
ま
す
。
台
風
な

ど
あ
ら
か
じ
め
避
難
準
備
が
で
き
る
場

合
は
、
で
き
る
限
り
避
難
者
自
身
で
必

要
な
食
料
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
っ
て

　
も
い
い
で
す
か
？

　

連
れ
て
く
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
平

成
26
年
6
月
に
環
境
省
が
発
行
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
ペッ
ト
同
行
の
避
難
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
動
物
愛
護

だ
け
で
な
く
、
被
災
者
で
あ
る
飼
い
主
の

避
難
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
の
観
点
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
鳴
き
声
や
臭
い
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
動
物
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
い
う
他
の
避
難
者
が
い
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
避
難
所
ご
と
に
具
体
的

な
受
け
入
れ
場
所
や
ル
ー
ル
を
定
め
る
の

で
、
必
ず
し
も
ペッ
ト
と
同
居
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
ペッ
ト
を
連
れ
て
く

る
場
合
は
、
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。◦

基
本
的
な
し
つ
け
や
予
防
注
射
を
受

　

け
て
い
る
こ
と
。

◦
食
料
や
排
泄
袋
な
ど
、
飼
育
に
必
要

　

な
も
の
は
、
飼
い
主
自
身
で
準
備
す

　

る
こ
と
。

◦
普
段
ケ
ー
ジ
で
飼
育
し
て
い
る
場
合

　

は
、
ケ
ー
ジ
も
持
参
す
る
こ
と
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

ずしもスムーズとはいえません。
◉これからの方向
　今回の訪問はこうした状況の中で、今後の交流
のあり方を話し合うために行われたものです。訪
問中は、外事弁公室や葛江中学校（田原市との交流
学校）で、昆山市の副市長や教育局長と率直な意見
交換を重ねました。そして「子どもたちが直接触れ
合い、それぞれの国の文化や生活が感じられる交
流の場をつくるこ
とは大切」と確認し
あい、引き続き中学
生の交流を行うこ
ととしました。

▼政策推進課
☎２３局３５０７

　昨年９月２７日から３０日まで、田原市教育委員会か
ら嶋津教育長ら２名が田原市の友好都市である中国・
昆山市を訪問しました。
昆山市は上海圏に位置
する人口200万の都市
で、経済のエネルギーと
中国の歴史が感じられる
都市です。
◉これまでの交流
　昆山市と田原市は、平成18年から隔年に10人程度
の中学生の交流を行っており、これまでに５回実施
されています。しかしこの間、中国での地震で昆山
市からの派遣が中止になったり、インフルエンザの
流行で田原市からの派遣が中止になったりしたほ
か、日中の政治関係の不安定さなどから、交流は必

～国内外との交流・多文化共生～

昆山市と友好の大切さを確認
中国江蘇省昆山市（平成17年友好都市提携）

◦昆山市庁舎

◦嶋津教育長（左から３人目）と
　昆山市副市長（同４人目）

◦昆山市にある中国一の水郷と称される周荘
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人
権
擁
護
委
員
に
、山
内
靖
子
さ
ん（
江

比
間
町
）
と
森
下
静
子
さ
ん
（
小
中
山
町
）

が
法
務
大
臣
か
ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
後
期
）

　

▼
応
募
資
格
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方　

▼
試
験

日
＝【
第
1
次
試
験
】２
月
28
日（
土
）【
第

２
次
試
験
】
３
月
13
日
（
金
）　

▼
募
集

人
員
＝
【
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
】
約
10

名
【
理
工
学
専
攻
】
約
30
名　

▼
申
し
込

み
＝
１
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

（
〒
４
４
１

－

８
０
１
６　

豊
橋
市
新
栄

町
南
小
向
41
）

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.go.jp

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な

ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▪
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

◦
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
・
不
当
な
表
示
・
悪
質
商
法
・
生
活
必

需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・
通
報

◦
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答（
年
１
回
程
度
）

◦
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調
査

◦
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の

提
出

◦
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
の
提
供

◦
研
修
会
（
年
１
回
の
予
定
）
へ
の
出
席

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
公
職
者
を
除
く
）　

▼
任
期
＝
４
月
の
依

頼
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日　

▼
謝
礼
＝

年
額
３
０
０
０
円
以
内　

▼
申
し
込
み
＝

２
月
18
日（
水
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
ま
た

は
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込

用
紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in/
shohiseikatsu/bout/m

onitor.htm
l/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
豊
橋

学
生

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
昭
和
30
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の（
満
六
十
歳
以
上
）の
方

（
過
去
に
在
籍
し
た
方
を
除
く
）　

▼
期
間

＝
４
月
１
日（
水
）～
平
成
28
年
3
月
の
30

日
間　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
文
化
教
養
学
科
90
人　

▼
授
業

料
＝
年
額
２
万
３
０
０
０
円（
予
定
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
13
日（
金
）ま
で
に
専

用
往
復
ハ
ガ
キ
を
郵
送　

▼
そ
の
他
＝
専

用
往
復
ハ
ガ
キ
は
、
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
と
も
に
田
原
市
役
所
高
齢
福
祉
課
、
田

原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー　

☎（
０
５
２
）２
１
２
局
５
５
２
１

地
産
地
消
の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー

ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬

▼
日
時
＝
２
月
24
日
（
火
）
正
午
～
午
後

2
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
内
容
＝
豊
橋
・
田
原
産
の

特
選
素
材
を
生
か
し
た
地
産
地
消
の
ラ
ン

チ
、
シ
ェ
フ
や
生
産
農
家
の
講
話　

▼
定

員
＝
25
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円（
食
事
代
）　

▼
講
師
＝
今
里
武
さ
ん
（
ホ
テ
ル
総
料
理

長
）ほ
か　

▼
申
し
込
み
＝
2
月
2
日（
月
）

ま
で
に
講
座
名
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１
住
所
不
要　

豊

橋
市
役
所
農
業
企
画
課
内
） 

☎（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

info_nogyokikaku@
city.toyohashi.lg.jp

http://w
w
w
.toyohashi-tahara.jp/

委
員
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人
権
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護
委
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集
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生
活

LIFE
豊
橋
・
田
原　

産
直
・
農
業
体
験

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▼
期
間
＝
２
月
22
日（
日
）ま
で　

▼
内
容

＝
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な

み
の
販
売
店
な
ど
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
賞
品
が
当
た

り
ま
す　

▼
賞
品
＝
地
元
産
牛
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト
、
農
産
物
セ
ッ
ト
、
商
品

券
、
ペ
ア
食
事
券
な
ど　

▼
応
募
方
法
＝

2
月
24
日（
火
）ま
で
に
3
つ
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
応
募
用

紙
を
持
参
ま
た
は

郵
送
に
て　

▼
応

募
用
紙
＝
豊
橋
・

田
原
市
役
所
の
ほ

か
、
各
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
配
布

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務

局
（
豊
橋
市
役
所
農
業
企
画
課
内
）　

（
〒
４
４
０

－
８
５
０
１
住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

２
０
１
４
・
東
三
河
大
会

▼
日
時
＝
1
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
場

所
＝
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ
（
豊
橋
市

松
葉
町
３
丁
目
１
番
地
）　

▼
内
容
＝
①

実
験
工
作
ブ
ー
ス
（
水
・
工
作
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ふ
し
ぎ
・
実
験
の
５
テ
ー
マ
29
ブ
ー

ス
）
②
サ
イ
エ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ 

③
特
別

出
展
・
実
演
（
ミ
ニ
ロ
ボ
コ
ン
操
縦
、
お

宝
を
探
そ
う
な
ど
）

▼（
公
財
）中
部
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
科
学

技
術
普
及
部

☎（
０
５
２
）２
３
１
局
６
７
２
３

「
家
庭
の
日
」県
民
運
動

２
月
１
日
日
～
28
日
土

　

家
庭
は
か
け
が
え
の

な
い
生
活
の
基
盤
で
あ

り
、
子
ど
も
が
人
と
し

て
の
生
き
方
を
学
ぶ
最

も
大
切
な
教
育
の
場
で

す
。
家
族
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
家
族
全
員
が
明
る
く
楽
し
く
ゆ

と
り
あ
る
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
明
る
く
対
話
の
あ
る
家
庭

づ
く
り
に
向
け
た
「
家
庭
の
日
」
県
民
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
親
と
子
の　

対
話
が
つ

く
る　

よ
い
家
庭　

▼
実
施
事
項
＝
【
1

月
31
日
～
2
月
６
日
】
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展　

田
原
文
化
会
館
【
２
月
15
日
】
家
庭
の
日

コ
ン
サ
ー
ト
／
田
原
文
化
会
館【
期
間
中
】

広
報
・
啓
発
活
動

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

第
11
回
農
畜
産
物
フ
ェ
ア

～
食
べ
て
良
し
見
て
良
し
笑
顔
に
さ
せ
る

花
い
っ
ぱ
い
の
田
原
～

　

今
年
も
、
地
元
農
業
者
に
よ
る
自
慢
の

農
畜
産
物
即

売
を
中
心
と

し
た
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

専
業
農
家
の

野
菜
、
畜
産

物
、
花
を
直

接
農
家
か
ら

購
入
で
き
ま
す
。
渥
美
半
島
の
農
畜
産
物

を
題
材
と
し
た
「
子
ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
表
彰
式
の
ほ
か
、
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
の
「
Ｌ
a
花
ノ
た
み
」
も
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は

ら
サ
ン
テ
ド
ー
ム　

▼
内
容
＝
農
畜
産
物

の
即
売
、
バ
タ
ー
作
り
、
寄
せ
植
え
、
凧

づ
く
り
、
餅
つ
き
、
地
元
農
産
物
を
使
っ

た
大
鍋
、
各
種
模
擬
店
、
イ
ベ
ン
ト
、
子

ど
も
向
け
ゲ
ー
ム
、農
産
物
加
工
品
販
売
、

子
ど
も
の
農
畜
産
物
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式

▼
農
業
者
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会　

田
原

ア
グ
リ
ベ
ー
ス
（
東
三
河
農
林
水
産
事
務

所
田
原
農
業
改
良
普
及
課
）

☎
22
局
０
３
８
１

23
局
１
３
０
４

縦
覧

IS
P
EC
TIO
N
  FO

R
  P
U
B
LIC

計
画
段
階
環
境
配
慮
書

都
市
計
画
構
想
段
階
評
価
書

　

豊
橋
田
原
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
基

づ
き
推
進
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
環
境
保
全

に
配
慮
す
べ
き
事
項
を
検
討
し
、
以
後
の

環
境
影
響
評
価
に
反
映
す
る
「
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
」
と
、
社
会
面
、
経
済
面
な

ど
を
検
討
し
、
都
市
計
画
の
概
略
案
を
総

合
的
に
評
価
し
た
「
都
市
計
画
構
想
段
階

評
価
書
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
公

表
し
ま
す
。

▼
公
表
日
＝
1
月
29
日（
木
）　

▼
縦
覧
場

所
＝
清
掃
管
理
課（
市
役
所
南
庁
舎
2
階
）

▼
豊
橋
市
環
境
部
施
設
課　

☎（
０
５
３
２
）46
局
５
３
０
４

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

◦去年の様子
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表
代
を
本
日
、
は
市
原
田
の
在
現

皆
の
者
営
経
業
農
、
ず
ら
な
み
の
水
通
の

。
ん
せ
ま
り
な
か
ほ
に
力
努
の
ん
さ

　

説
を
展
発
大
の
業
農
の
市
原
田
、
て
さ

か
は
島
半
美
渥
、
に
き
と
る
す
較
比
し
明

以
、
め
た
の
地
せ
や
く
な
少
が
水
「
て
つ

な
き
で
が
と
こ
る
作
か
し
ギ
ム
と
モ
イ
は
前

物
作
の
こ
る
え
支
を
食
の
類
人
、
培
栽
の
ギ

い
扱
な
的
詞
名
代
の
さ
ら
つ
と
さ
し
貧
、
が

。
す
で
う
そ
い
わ
か
は
の
る
れ
さ
を

　

、
は
物
作
農
の
市
原
田
、
在
現

花
き

か

卉
、、

が
す
ま
び
か
浮
に
頭
が
ど
な
菜
野
地
露

物
作
農
な
要
主
は
」
モ
イ
マ
ツ
サ
「
て
し
決

和
昭
、
し
か
し
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で

24
年）

会
育
教
郡
美
渥
（』
理
地
の
美
渥
『の
刊
発

の
）
藷
甘
（
モ
イ
マ
ツ
サ
の
島
半
美
渥
は
に

「
を
培
栽

甘
藷

を
章
う
い
と
」
美
渥
国
の

で
ん
盛
ど
ほ
い
な
れ
ら
え
考
は
で
今
、
て
た

。
す
ま
い
て
し

　

盛
で
島
半
美
渥
に
前
戦
「、
を
由
理
の
そ

養
ん
さ
う
よ

蚕

恐
界
世
の
め
じ
は
和
昭
、
が

甘
が
畑
桑
の
用
蚕
、
し
退
衰
に
も
と
と
慌

暖
、
地
せ
や
は
質
地
の
島
半
美
渥
、
た
ま

し
適
は
に
培
栽
の
藷
甘
も
の
う
い
と
地
い
か

美
渥
、
時
当
。
す
ま
い
て
し
と
」
る
い
て

で
県
知
愛
は
島
半

一

産
生
モ
イ
マ
ツ
サ
の
番

加
を
モ
イ
マ
ツ
サ
の
こ
、
た
ま
。
た
し
で
量

る
す
工

澱
ん
ぷ
ん
で

粉

内
県
も
数
場
工

一

和
昭
、
で

21

、
は
に
年

38
。
た
し
ま
い

　

に
島
半
美
渥
い
多
の
産
生
の
モ
イ
マ
ツ
サ

し
出
買
、
め
た
の
足
不
糧
食
の
後
戦
、
は

時
当
。
た
し
ま
れ
訪
が
ち
た
人
の
く
多
に

イ
「
に
島
半
美
渥
、
は
い
わ
賑
の
線
美
渥
の

。
た
し
ま
れ
わ
い
も
と
た
い
湧
に
」
気
景
モ

。
す
で

　

治
明
は
市
原
田

33

に
郎
次
菊
木
鈴
に
年

た
し
展
発
・
良
改
で
法
方
な
的
期
画
る
よ

菓
製
永
森
、
ろ
こ
め
じ
は
の
和
昭
。
た
し

の
市
原
田
と
社
会
の
京
東
、
は
飴
料
原
の

製
藤
伊

飴

。
た
し
で
ど
ほ
た
れ
わ
な
か
ま
で

工
加
粉
澱
と
産
生
の
モ
イ
マ
ツ
サ
、
に
ら
さ

は
産
生
飴
水
の
市
原
田
、
け
か
を
車
拍
が

　

島
半
美
渥
と
モ
イ
マ
ツ
サ

】
真
写
の
紙
表
【

）
園
育
保
山
中
（問
慰
設
施
祉
福
者
齢
高

あ
谷
り
あ
山
生
人
い
長
▼

越
り
乗
で
顔
笑
を
れ
そ。
り

顔
お
の
り
寄
年
お
た
き
て
え

て
れ
ま
刻
が
わ
し
の
ん
さ
く
た
は
に

章
勲
の
生
人
は
わ
し
の
そ。
す
ま
い

も
ら
か
れ
こ。
す
ま
え
見
に
う
よ
の

寄
年
お
う
よ
る
め
刻
を
わ
し
の
顔
笑

街
る
せ
ら
暮
に
せ
幸
て
し
心
安
が
り

ま
い
思
と
い
な
け
い
ば
れ
け
な
し
に

）
Ｏ
（。
た
し

発
す
ま
す
ま

。
た
し
ま
し
展

」
飴
「
は
島
半
美
渥

い
に
さ
げ
大
、
ち
ま
の

も
で
」
と
さ
る
ふ
の
味
甘
た
れ
隠
「、
ば
え

を
モ
イ
マ
ツ
サ
の
島
半
美
渥
に
り
わ
代
の
糖

特
が
」
り
照
「
い
使
を
飴
水
た
し
と
料
原

地
は
に
食
。
た
し
ま
し
発
開
を
煮
佃
の
徴

。
す
で
の
る
い
て
れ
さ
隠
が
史
歴
の
域

　

イ
マ
ツ
サ
に
史
歴
の
展
発
業
産
の
市
原
田

こ
そ
。
す
ま
え
考
と
だ
要
重
は
在
存
の
モ

先
、
た
し
用
利
を
勢
地
の
島
半
美
渥
は
に

受
を
神
精
の
そ
。
す
ま
え
見
が
力
努
の
人

に
展
発
の
市
原
田
の
後
今
、
は
と
こ
ぐ
継
け

）
山
増
（

本誌は再生紙を使用しています。
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